
令和２年度 第６４回帯広市ＰＴＡ連合会研究大会 兼 子育て研修会

令和2年
５本の講演を します

◎視聴方法は各校ＰＴＡ事務局より「子供安全メール」にて後日ご案内します。

※限定公開ですので、ＹｏｕＴｕｂｅ上で検索しても見ることはできません。

◎視聴環境がない方は、１月以降に各校ＰＴＡに配布するＤＶＤにてご覧ください。

◎動画の転載やＰＴＡ活動以外での公開は固くお断りします。

コロナウイルスの世界的な感染拡大により、私たちの生活は大きく変わりました。

緊急事態宣言の発令、経済活動の自粛、長期に渡る臨時休校など、未だ収まらない感染の拡大により、たった１年

前には想定できなかった現実が目の前に繰り広げられています。

しかし、感染の終息が不透明な中でも、子どもたちは日々成長し、それを支援する私たちＰＴＡの使命は変わりま

せん。子どもたちに「予測困難な時代を生き抜く力」「よりよい社会や人生を切り拓く資質・能力」を育んでいくため、

これまで以上の保護者・学校・地域の連携と協働が求められています。

帯広市ＰＴＡ連合会は、令和元年度に提唱した「ＯＢＩ－Ｐ ＳＴＹＬＥ」のもと、社会や環境の変化とより良い在り方を

大人が学び考え、子どもの生き抜く力を育み未来を拓いていくとともに、より最適化したＰＴＡの組織を学び実践して

いくことが必要だと考えています。

令和２年度の第６４回帯広市ＰＴＡ連合会研究大会は、新たな挑戦として、全面的にＷＥＢを活用して開催します。「新

しい生活様式」の中で学び続けるＰＴＡのスタイルを、みなさんで共に構築していきましょう。

帯広市ＰＴＡ連合会 会長 谷保 寿彦

「会長あいさつ」「来賓祝辞」など帯広市ＰＴＡ連合会ホームページにて公開中

主催：北海道ＰＴＡ連合会･帯広市ＰＴＡ連合会 後援：帯広市教育委員会



「今日的な話題」「普遍的な話題」

多様なコンテンツをお届けします！

視聴方法は各校ＰＴＡ事務局より「子供安全メール」にて後日ご案内します。

お問い合わせ先：帯広市ＰＴＡ連合会子育て教育部（大空小学校48-7672 川上）

「新型コロナウイルスに関する正しい知識と予防」

川島 綾子 様（帯広保健所健康推進課健康支援第一係長）

新型コロナウイルスの感染拡大はとどまることを知ら

ず、この十勝管内でも継続的に感染の情報が聞かれます。

テレビや新聞・雑誌等でも様々に報道されていますが、

中には真偽がはっきりしない怪情報もあり、私たちには

正しい判断力が求められています。

「ウィズ・コロナ」の時代、これからどのように注意

しながら生活していくべきか、最先端で活動されている

立場からご助言いただきます。

「プログラミング教育で変わる子どもの学び、

大人の役割」

白石 友柄 様（NPO法人教育支援協会北海道専務理事）

令和2年度から新しい小学校学習指導要領が施行、

プログラミング教育が取り入れられています。「プログ

ラミング教育って何をするの？」「『プログラミング的

思考を育む』とは？」「家庭では何をすればいいの？」

など、心配も多いのではないでしょうか。

「プログラミング教育」に関わる様々な疑問に、わか

りやすく答えていただけるお話です。

「帯広の明日を拓く『おびひろ市民学』」

傳法谷 肇 様

（帯広市教育委員会帯広市教育研究所指導主事）

今年度から帯広市の小・中学校に導入された「おび

ひろ市民学」は、「ふるさとに誇りと愛着を持つ子ども」

「よりよい地域づくりに関わる子ども」をめざす教育

活動です。

地域の方や施設との関わりを通して、ふるさと帯広

について理解を深めながら、将来にわたって地域や社

会づくりに参画しようとする意欲を育む活動について、

「おびひろ市民学」の目指すものや内容を教えていた

だきます。

「いじめの未然防止と支援体制」

多治見 忠 様

（帯広市教育委員会学校教育指導課指導主事）

安心して通える学校であるために、「いじめ」は絶対

になくさなくてはなりません。様々な調査によると、数

字の上ではいじめの件数が順調に減っているわけではあ

りません。しかし今、いじめについては小さな芽のうち

から積極的に「いじめである」と認知し、対策をするよ

うになっています。そして何よりその小さな芽も生やさ

ぬような未然防止が大切です。

「いじめ」について改めてとらえなおすとともに、目

の前の子どもたちのＳＯＳの見つけ方、帯広市の支援体

制についてご示唆いただきます。

「特別な支援を必要とする児童生徒の教育」（子育て研修会）

清末 有二 様（芽室町教育委員会課長補佐･地域コーディネーター）

学校では、「特別な支援が必要とされる児童生徒」が年々増加していると言われています。

いわゆる「障がい」について、近年は医学的な情報も入手しやすくなってきましたが、社会全体にはまだまだ知

識は行き渡っていません。一方で「子どもの行動の中にHSC（Highly Sensitive Child）の特徴を見とることで、

適切な配慮や指導ができることになった」などの例も聞かれることがあります。

講師の清末先生から、子どもの成長に適切な支援をしていくための学校・保護者・専門機関との連携等について、

一端をご紹介していただきます。


